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平成２７年度紀の川市健全化判断比率及び資金不足比率等の審査意見書の提出につい

て 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の規定に基づ

き、審査に付された平成２７年度紀の川市健全化判断比率及び資金不足比率等について審査を行っ

た結果、次のとおり意見を提出する。 
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平成平成平成平成２２２２７７７７年度年度年度年度健全化健全化健全化健全化判断比率判断比率判断比率判断比率審査審査審査審査意見書意見書意見書意見書    

 

１ 審査の対象 

  健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

２ 審査の期間 

  平成２８年８月４日（木）、５日（金）、８日（月）、９日（火） 

 

３ 審査の方法 

 市長から提出された平成２７年度決算に基づき算定した健全化判断比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類について、関係課が所管する書類と照合点検し、内容を検討するとと

もに健全化判断比率の算定過程に誤りがないかなどについて審査を行った。 

 

４ 審査の結果 

  審査に付された下記の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも適正に作成されているものと認められる。 

    （単位：％） 

 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

平成２７年度決算に基づく 

健全化判断比率 
‐ ‐  12.0  37.7  

平成２６年度決算に基づく 

健全化判断比率 
‐ ‐  12.7  46.9 

早期健全化基準 

（平成２７年度） 
12.55   17.55    25.0  350.0  

財政再生基準 20.00   30.00   35.0   

（注）実質赤字比率の「‐」は赤字が生じていないことを示す。 

 

５ 審査意見 

①実質赤字比率・連結実質赤字比率について 

実質赤字及び連結実質赤字が生じておらず、良好と認められる。 

②実質公債費比率について 

合併特例債の発行予定事業がピークを越えたこと、また、交付税算入率の低い地方債の償

還が進んだため、前年度より 0.7 ポイント減となっており、早期健全化基準を下回っているた

め良好と認められる。 

③将来負担比率について 

職員数の減による退職手当負担見込額の減及び充当可能基金が増加したため、前年度より

9.2 ポイント減となっており、早期健全化基準を下回っているため良好と認められる。 
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平成平成平成平成２２２２７７７７年度資金不足比率審査意見書年度資金不足比率審査意見書年度資金不足比率審査意見書年度資金不足比率審査意見書    

 

１ 審査の対象 

  資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

２ 審査の期間 

  平成２８年８月４日（木）、５日（金）、８日（月）、９日（火） 

 

３ 審査の方法 

 市長から提出された平成２７年度決算に基づき算定した資金不足比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類について、関係課が所管する書類と照合点検し、内容を検討するととも

に資金不足比率の算定過程に誤りがないかなどについて審査を行った。 

 

４ 審査の結果 

  審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ

も適正に作成されているものと認められる。 

 

（単位：％） 

会  計  名 
資金不足比率 平成２７年度 

 経営健全化基準 
平成２７年度 平成２６年度 

水道事業会計 ‐ ‐ （20.0） 

工業用水道事業会計 ‐ ‐ （20.0） 

公共下水道事業特別会計 ‐ ‐ （20.0） 

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ‐ ‐ （20.0） 

農業集落排水事業特別会計 ‐ ‐ （20.0） 

簡易水道事業特別会計 ‐ ‐ （20.0） 

（注）資金不足がないため「‐」を記載しています。 

 

５ 審査意見 

いずれの会計においても資金不足額が生じておらず、財政状況は良好な状態にあると認められ

る。 


